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今月の神奈川ネット
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神奈川ネットへのカンパは、三菱UFJ銀行　横浜支店　普通預金口座3516141　口座名：カンパ口神奈川ネットワーク運動　カンパのお願い

神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

■香害PJ, プラごみPJ：11/18（月）
■介護保険アクションチーム , 市民の生
　活・活動法律相談：11/20（水）
■議員年金アクションチーム：11/26（火）
■第11回運営委員会：11/28（木）
■市民社会チャレンジ基金審査委員会：
　12/2（月）

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
4
日
、気
候
変
動
へ
の
国
際
的
な
取
り

組
み
を
決
め
た
2
0
1
5
年
の「
パ
リ
協
定
」か
ら
の
離
脱
を
正
式
に
国
連

に
通
告
し
、米
国
は
世
界
で
唯
一
、同
協
定
に
参
加
し
て
い
な
い
国
と
な
る
。

同
国
は
世
界
の
炭
素
排
出
量
の
15
％
を
占
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、発
展
途

上
国
に
と
っ
て
は
重
要
な
財
政
と
技
術
の
供
給
元
で
も
あ
り
、気
候
変
動
に

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
▼
ス
ー
パ
ー
台
風
や
豪
雨
が
頻
発
し
、世
界
各

地
で
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
中
、50
年
、1
0
0
年
先
を
見
据
え
た

施
策
を
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、人
類
の
未
来
は
な
い
。大
統
領
選
だ
け

を
視
野
に
入
れ
た
こ
の
よ
う
な
暴
挙
は
と
て
も
許
せ
な
い
。        (

C
・
M
）

　
2
0
1
9
年
10
月
12
日
伊
豆
半
島
に
上

陸
し
た
台
風
は
、
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。川
崎
市
で
も
浸
水
被
害
が
発
生

し
、
日
を
追
う
ご
と
に
そ
の
被
害
の
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
浸
水
被
害
の一つ
は
、亡
く
な
っ
た
方
も
い

る
多
摩
川
に
注
ぎ
込
む
平
瀬
川
の
逆
流
に

よ
る
高
津
区
の
浸
水
で
し
た
。平
瀬
川
は
麻

生
区
に
水
源
を
持
ち
、宮
前
区
か
ら
高
津
区

を
経
て
多
摩
川
に
注
ぎ
ま
す
。流
域
で
は
開

発
が
進
み
、
土
壌
の
保
水
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
回
の
逆
流
の
原
因
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
検
証
の
結
果
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
被
害
は
こ
の
場
所
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。多
摩
川
に
雨
水
等
を
流
す
排
水
樋
管

の
周
辺
に
浸
水
が
起
き
て
い
ま
し
た
。一
番
浸

水
エ
リ
ア
が
大
き
か
っ
た
の
は
山
王
排
水
樋

管
が
あ
る
丸
子
地
区
で
、
こ
こ
は
合
流
式
下

水
道
で
す
。さ
ら
に
少
し
離
れ
た
武
蔵
小

杉
駅
周
辺
で
は
内
水
氾
濫
が
生
じ
、駅
周

辺
の
施
設
や
住
宅
の
地
下
が
浸
水
し
て

停
電
・
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
樋
管
の
逆
流
を
防
ぐ
ゲ
ー
ト
操
作
に

つ
い
て
は
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し

た
が
、改
め
て
検
証
が
必
要
で
す
。川
崎
市

の
下
水
道
は
高
津
区
の
一
部
、
中
原
区
大

部
分
、幸
区
、川
崎
区
が
合
流
式
で
、大
量

の
雨
が
降
る
と
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
を
起
こ

し
汚
水
が
多
摩
川
に
流
れ
込
む
こ
と
が

課
題
で
し
た
が
、
今
回
多
摩
川
の
水
位
上

昇
に
よ
る
内
水
氾
濫
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
分
流
式
の
地
区
で
も
４
つ
の
排

水
樋
管
の
周
辺
で
浸
水
が
お
こ
り
、
市
民

生
活
や
工
場
・
福
祉
施
設
な
ど
が
被
害

を
受
け
ま
し
た
。福
祉
施
設
で
は
、
浸
水

後
か
ら
通
所
が
休
業
し
て
い
る
た
め
、
特

に
施
設
が
少
な
い
障
が
い
者
が
自
宅
待
機

　
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
の
大
会
議
室
で

「
介
護
保
険
制
度
の
崩
壊
ス
ト
ッ
プ
！
緊
急

ア
ク
シ
ョ
ン
」集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。介

護
保
険
次
期
改
定
の
内
容
が
固
ま
る
前
に

声
を
届
け
よ
う
と
、
介
護
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
が
開
催
し
た
も
の
で
、呼
び
か

け
に
応
じ
た
国
会
議
員
約
20
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
認
知
症
で一
人
暮
ら
し
の
人
が
生
活
援
助

が
な
く
な
る
と
規
則
正
し
い
生
活
が
送
れ
な

く
な
る
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く

な
る
と
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
症

状
が
悪
化
す
る
な
ど
の
事
例
報
告
が
あ
り
、

要
介
護
１
・
２
の
利
用
者
と
介
護
者
家
族
、

小
規
模
事
業
者
の
現
場
の
状
況
が
浮
か
び

上
が
り
ま
し
た
。ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、

プ
ラ
ン
作
成
の
有
料
化
に
よ
り
、
相
談
の
入

り
口
を
狭
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、厚
生
労
働
省
・
財
務
省
の
担
当

者
に
、介
護
保
険
の
次
期
改
定
が
給
付
抑
制

と
利
用
者
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
求
め

る
要
望
書
に
、１
次
集
約
分
の
署
名
計
2
万

2
5
7
1
筆
を
添
え
て
手
渡
し
ま
し
た
。署

名
活
動
を
11
月
20
日
ま
で
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

県議会県議会県議会台風19号城山ダム
　　　　　　緊急放流の検証を

台
風
19
号
の
浸
水
被
害
か
ら

　
　
　
　
都
市
型
災
害
を
検
証
す
る

　
　
　    

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
あ
つ
子(

ネ
ッ
ト
宮
前
）

介
護
保
険
制
度
の
崩
壊
ス
ト
ッ
プ
！

　
　
　
　
　
　
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
院
内
集
会

　
　 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
井
ひ
ろ
子(

ネ
ッ
ト
平
塚
）

10/28

東日本大震災復興支援まつり

　東日本大震災から8年が経ち、震災や被災地への関心が
どんどん薄れています。３.11を風化させないために今年も復
興支援まつりを開催します。岩手・宮城・福島から美味しい
物産とともに人 が々集います。交流し、つながりを深め、東北
の復興に向けたメッセージを横浜の地から発信しましょう。
　神奈川ネットは、南三陸などの特産品とたこ焼きの販売を
します。

を
余
儀
な
く
さ
れ
、対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

　
今
後
に
向
け
て
浸
水
対
策
と
し
て
は
、

首
都
圏
外
郭
放
水
路
の
よ
う
な
巨
大
な
施

設
の
建
設
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
回

明
ら
か
に
な
っ
た
避
難
の
あ
り
方
、多
く
の

市
民
が
殺
到
し
て
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
避
難
所
、
浸
水
に
よ
る
電
気
系
統
の
故

障
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
支
障
な
ど
の
課

題
を
整
理
し
て
、災
害
へ
の
備
え
と
し
て
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

日時 ： 2019年12月7日（土） 10:00～14:30
場所 ： みなとみらい臨港パーク

　台風 19 号での被害は把握できてい
ないものもありますが、地域では一日
も早い日常の回復が急務になっていま
す。同時に、今回の台風に関連し多くの
課題も明らかになっています。その一
つに、城山ダムの緊急放流があります。
今回、神奈川県内では初めてダム緊急
放流が実施されました。
　ダムの貯水量が増加することが見込
まれ、台風直撃の前日11日14時から
予備放流が始まり、4.5ｍほど水位を下
げて備えていました。緊急放流は、流入
する水量と同じ量しか放流しないこと
が鉄則となっており、今回は毎秒
3000㎥を放流しても、県として、下流
地域において浸水被害が出ない量であ
ると判断していました。
　その後、雨が降り続け、ダムの決壊の
恐れが高まり、12日17時から緊急放
流を行うことを 12 日 14 時 19 分に
関係機関に発表しました。この時は、避
難してもらうための時間が必要と判断
し、早めに発表したとのことです。しか
し、水位の上昇が想定より遅かったた
め、17時直前になり延期とし、その後
は放流の 1時間前に告知すると発表し
ています。

　そもそも避難するにあたり、日没後
に暗くなってから避難することは、リ
スクも高まり、明るい時間の避難が大
切なのは周知されています。しかし、日
没が迫る 17 時前に緊急放流を延期し
たことに大きな疑念があります。
　さらに夜 21 時に 1 時間後の放流を
発表し、結果的には 30 分後には緊急
放流を開始しています。ダムの許容水
量の限界まで待ちたいと、直前までせ
めぎ合いだったと言いますが、今回の
緊急放流の発表、その後の対応には、見
直しが必要です。
　相模川沿岸には、多数の高齢者施設
もあり、緊急放流の情報に振り回され
たとの声があります。高齢者や障がい
者施設では短時間に避難することは容
易ではありません。今回、相模原市では
事前に臨時バスを出して施設入所者を
避難所に移動させています。大雨特別
警報が発令されていた中、ダムからの
放水については的確な情報提供が必要
であり、施設の避難者受け入れの具体
的な対策が求められます。
　神奈川県で初めてのダムの緊急放流
だったこともあり、速やかな検証を求
めていきます。

▲会場をうめた200人近くの参加者

▲増水する多摩川

浸水住宅等からの
　　　　災害ごみ▶

海老名市議選　11月10日投開票

つつ木みゆき 1,505票（19位） 投票率：51.03%

西田ひろみからバトンタッチを成功させ、市民の議席を守りました。
生活している現場の声一つ一つに向き合いながら、市民の声を市政へ届け、
市民が主役の市政を実践していきます。

当選


